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日時：2011 年 12 月 17 日（土） 
　　　10:00 ～ 12:00：　パネルディスカッション     
　　　14:00 ～ 17:30：　シンポジウム   
　　　18:00 ～ 20:00：　情報交換会   
場所：東京ビッグサイト（東京都江東区有明 3-11-1）
　　　SPORTEC 2011 会場内 

スポーツコーチングと科学の融合

鹿屋体育大学開学三十周年記念

第3回スポーツサイエンス・テクノロジー EXPO
The 3rd Sports Science & Technology EXPO

お問い合わせ：スポーツパフォーマンス研究事務局 spjimu@nifs-k.ac.jp



スポーツに関する指導者，コーチ，実践者が自分の体験している様々な活動を公表し，その研究が集積されて体系化されれば
従来の自然科学的あるいは人文社会学的研究の成果と有機的に関連し合うことができるようになる．そして，真に健康作りや
日常生活における「動ける身体の育成」に役立つとともに，競技力の向上に大きく寄与するスポーツ科学としての役割を果た
すことが可能になる．これらの目的を達成するために，ウェブジャーナルとして動画と音声が主体の「スポーツパフォーマンス
研究」が発刊された．発刊を記念して本シンポジウムを開催する．

司会：高橋仁大（鹿屋体育大学）, 平野裕一 ( 国立スポーツ科学センター )

トップアスリートのパフォーマンス向上研究例　　セッション 1

やり投げの日本トップ選手における動作分析データの活用方法

第１部　　パネルディスカッション 競技スポーツにおけるコーチングの現状

第２部　　シンポジウム スポーツパフォーマンス向上に見られる研究の具体例

ユニバーシアード・ベオグラード大会における日本男子テニスチーム

のメダル獲得を目指した取り組みと今後の課題

e-learning システムと携帯電話を用いたアスリートの新しいコンディ

ショニング管理手法の提案 

初心者における短なわとび運動における後方回旋の指導方法

野球のバッティングパフォーマンスを高めるためのスイング動作習得法

幼児におけるラダー運動の成熟度の年代差・性差および走能力との関係

小学校における業間中休みを使ったコーディネーションプログラムの効果

掲載論文の著者でもある 8 名の発表者とともに，論文投稿から掲載までの流れや本ジャーナルへの期待など，自由なディスカッション

を行うとともに、フロアからの意見交換も含め，スポーツパフォーマンス研究のこれからについて総合的に討論する．

スポーツの動きの向上研究例セッション 2

攻撃剣道を支える基礎的修練に関する検討 ― 鹿屋体育大学の事例

総合討論セッション 3
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小宮山悟（野球）： 

ヨーコ ・ゼッターランド（バレーボール）：

  谷川 聡 （陸上）：

平井 伯昌 （水泳）：

バレーボールにおけるコーチングの課題

～「科学」と「根性論」のバランスを考える～

技術と体力の関係

～選手指導とトレーニングのポイント～

科学的指導の必要性

選手と指導者との信頼関係構築

パネリスト：

スポーツサイエンス・テクノロジーは来場事前登録をいただくと無料でご来場いただけます
http://www.sports-st.com/
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上田昭夫（ラグビー）： 司　会：

ジャーナルの発案者である鹿屋体育大学学長　福永哲夫氏やジャーナル編集委員，シンポジストなどを交えた情報交換会です．

研究員以外の参加も歓迎します．会費はお一人様3,000円です．当日受付にてお支払ください．

（株）フジテレビジョン スポーツ業務推進センター スポーツメディア事業部ゼネラルプロデューサー．
SPORTEC実行委員．元ラグビー日本代表．慶応義塾大学ラグビー部監督などを経て，2011年8月より戸塚
共立メディカルセブンスラグビークラブGM兼監督.


